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LMSとは
　LMS（Learning	Management	System）は，教育と学
習を支援するシステムです．帝京大学では，Blackboard	
Learnという製品を導入し，これをLMS（えるえむえす）
と呼んでいます．LMSはインターネットにつながった環境
があれば，どこからでも利用できます．また，スマートフォ
ンやタブレットなどの携帯端末からも利用できます．

利用を始めるには？
　LMSを利用するには，IDの作成と科目専用のエリアである「コース」の作成が必要です．各コースには，
コースに登録したユーザ（教職員，学生）のみがアクセスできます．各申込みは窓口（59ページ）で受
け付けています．

1．ID作成
・教員IDの作成

2．コース準備
・科目エリアの作成
・教材の掲載など

3．コースへの	 	
　			学生登録　
・履修者の登録

授業で使用する科目エリア（コース）は，教務システムと連動して自動作成されます．
コースの利用を開始する手順は10ページをご覧ください．

スマートフォン・タブレット
端末からの利用
⇒　61ページへ

LMSの活用イメージ

教員

学生

インターネット

LMS

インターネットを通じて
どこからでも利用可能

授業時間内，授業時間外の
学習活動にLMSを活用

授業資料，講義ビデオ，
授業予定の連絡などの確認
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は

・ファイルアップロード	 ⇒　12ページ
・ファイルの削除	 ⇒　13ページ

・成績管理全体	 ⇒　40ページ
・課題の採点	 ⇒　43ページ
・テストの採点	 ⇒　46ページ

機能紹介

・連絡事項の掲載	 ⇒　50ページ
・掲示板の利用	 ⇒　51ページ
・コースメッセージの利用	 ⇒　52ページ
・ファイル箱の利用	 ⇒　56ページ
・日付管理	 ⇒　57ページ
・Eメールの送信	 ⇒　Webマニュアル
・カレンダー	 ⇒　Webマニュアル

コースツール

成績管理

コンテンツ管理

LMSとは／利用を始めるには？／機能紹介

・コースレポート	 ⇒　57ページ

利用状況

・フォルダの作成	 ⇒　14ページ
・項目の作成	 ⇒　15ページ
・ファイルの掲載	 ⇒　16ページ
・URLリンクの掲載	 ⇒　17ページ
・シラバスの掲載	 ⇒　Webマニュアル

コンテンツ

・テストの作成	 ⇒　24ページ
・課題の作成	 ⇒　33ページ
・相互評価課題の作成	 ⇒　35ページ
・アンケートの作成	 ⇒　Webマニュアル

テスト/アンケート/課題

・アクティビティストリーム	 ⇒　53ページ

新着情報

・Collaborateの利用	 ⇒　18ページ
・その他のシステムの利用	⇒　23ページ

同期型オンライン授業

●❶

●❷

●❸

❶

❷

❶❷

❷

❶❷

❶

❶

❸

※	本ハンドブックにて紹介している機能は，LMSの機能の一部です．上記以外の機能については，Web
マニュアル（60ページ）をご覧ください．
本ハンドブックの各ページにて，操作ビデオ 	マークがついている項目は，LMS操作講習コース（62ペー
ジ）にて，説明ビデオが公開されています．



3

L
M
S
と
は

ロ
グ
イ
ン
・

画
面
の
操
作

コ
ン
テ
ン
ツ
を

掲
載
す
る

同
期
型
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業

課
題
を

作
成
す
る

成
績
管
理
・

採
点

授
業
運
用

発
展
的
な
機
能

困
っ
た
と
き
は

付
録

テ
ス
ト
を

作
成
す
る

相
互
評
価
課
題

を
作
成
す
る

02　ログイン・画面の操作

ロ
グ
イ
ン
・

画
面
の
操
作

Sonoma
（14）

Ventura
（13）

Monterey
（12）

Safari 〇 〇 〇

Firefox 〇 〇 〇

Google	Chrome 〇 〇 〇

11 10

Microsoft	Edge 〇 〇

Firefox 〇 〇

Google	Chrome 〇 〇

02 ログイン・画面の操作
利用できるPC環境
●Windows

●Mac

●その他

○	 対応ブラウザ
×	 非対応

（2024年2月現在）

•	 各ブラウザは最新版をご利用ください．
•	 ブラウザのポップアップブロックが設定されている場合は，ポップアップを許可してくだ
さい．

LMSへのログイン

1 Webブラウザを開き， A または B
の方法で，LMSのログイン画面を
開きます

2 ❸にユーザ名・パスワードを入力
して❹サインイン 	をクリックしま
す

❶アドレスバーに以下のURLを入力しま
す．
https://lms2017.teikyo-u.ac.jp/

「帝京大学ラーニングテクノロジー開発
室」を検索してWebページを開き，
❷		LMSへのリンクをクリックします．

LMSにログインする（対象　八王子，宇都宮を除く全ユーザ）

A

B

●❶●❶

●❷●❷

●❸

●❹
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ログインID・パスワードを❷に入
力して，❸ログインをクリックし
ます

利用できるPC環境／ LMSへのログイン

1 宇都宮キャンパスのサイトを開き，
❶	 CampusSquare のバナーをク
リックします

2 ID・パスワードを❷に入力して，	
❸ログインをクリックします

3 リンク内の❹	 LMS 	をクリックしま
す

宇都宮ポータルサイトからログインする（対象　宇都宮キャンパス）

●❶

●❷

●❸

●❹

八王子ポータルサイトからログインする（対象　八王子キャンパス）

1 八王子キャンパスのサイトを開き，
❶	 ポータルサイトをクリックしま
す

2

3 ❹	 LMS 	をクリックします

●❶

●❷

●❸

●❹

LMSへのログインについて，手
順が変更になる可能性がありま
す．

!
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ログイン後の画面，コースのトップページ
ログイン後の画面
　ログインをすると以下のようなページが表示されます．このページは❹の「コース」をクリックすると
表示されます．

❶サポート
　サポートページへのリンクです．サポート情報やマニュアル等を掲載しています．全学共通科目コミュ
ニティもここに表示されます．

❷個人ページ
　個人ページへのリンクです．個人設定の変更や通知設定の変更ができます．

❸アクティビティストリーム
　新着情報などの通知が確認できるページへ移動します．連絡事項もここから確認できます．

❹コース
　登録されている「コース」の一覧ページへ移動します．年度別に科目の一覧が表示されます．科目名を
クリックすると，選択した科目のトップページ（6ページ）が開きます．

❺コミュニティ
　登録されている「コミュニティ」の一覧ページへ移動します．コミュニティ名をクリックすると，選択
したコミュニティのトップページが開きます．

❻カレンダー
　カレンダーページへのリンクです．

●❶
●❷
●❸

●❹
●❺
●❻
●❼

❼メッセージ
　コース・コミュニティのメッセージの一覧ページ
です．新着があると数字のアイコンが表示されます．

❽成績
　成績一覧ページへのリンクです．

❾ツール
　各機能へのリンクです．

❿サインアウト
　LMSからログアウトします．

コース
科目の専用エリアです．授業資料やテスト
の掲載などが行えます．

コミュニティ
科目以外の専用エリアです．授業以外での
活動やゼミに利用できます．

コースとコミュニティの違い

●❽
●❾
●❿
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ログイン後の画面，コースのトップページ

コースのトップページ
　各コースを開くと以下のようなページが表示されます．
（以下のページ内容は一例です．表示される内容は科目により異なります）

❶ナビゲーション
　閲覧しているページのコース内での階層が表示されます．前のページヘ戻りたい時は，ナビゲーショ
ンのページ名をクリックします．

❷学生表示
　学生側からの見え方を確認するための機能です．クリックするとダミーユーザが作成され，学生側の操
作が確認できます．（詳細は49ページを参照）

❸利用可否の設定
　コースの利用可否を切り替えます．利用不可のコースは，学生側の一覧に表示されますが，内容を閲覧
することはできません．教員は利用可否の状態にかかわらずアクセスできます．

❹編集モード
　編集モードを切り替える機能です．「オン」の場合は，教員がコース内で教材を作成・編集するための
メニューが表示されます．「オフ」の場合は，教材作成のためのメニューが非表示になります．「オン」「オ
フ」の部分をクリックするとモードが切り替わります．　

❺コースメニュー
　コース内で利用できる機能の一覧です．学生に利用させたいメニューはここに追加する必要がありま
す．（追加の手順は9ページ「コースメニューに必要なツールを追加する」を参照）

❻コントロールパネル（7ページ）　※学生には表示されません
　教員だけが利用できる機能の一覧です．成績管理，コースの各種設定など，各機能へのリンクがありま
す．

❼コンテンツ表示エリア
　教材やテストなどの内容が表示されるエリアです．

●❶ ●❷
●❸●❹

●❺

●❻

●❼
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　コントロールパネルは，教員だけが利用できる機能です（学生には表示されません）．成績管理，コー
スの各種設定など，各機能へのリンクがあります．

❶コンテンツ管理
　コース内で利用したファイルが保存されています．英文字部分をク
リックすると，現在のコースのファイル管理ページへと移動します．

❷コースツール
　コース内で利用できるツールの一覧です．クリックすると各機能の
ページへと移動します．

・テスト／アンケート／プール
　作成したテストや問題，アンケートが確認できます．学生に公開し
ていないテストもここから確認できます．

❸利用状況
　学生のアクセス日や，教材，テスト，課題などの利用状況（57ページ）
を確認できます．

❹成績管理（40ページ）
　テストや課題の採点，提出物の確認などの成績管理が行えます．「成
績管理全体」をクリックすると成績管理ページへと移動します．

・要採点	 42ページ参照

❺ユーザとグループ
　コースへの学生の登録（48ページ）やグループ管理などが行えます．

❻カスタマイズ
　コースのデザインの設定や，ツールの利用可能・不可能の切り替え
などの設定が行えます．

❼パッケージとユーティリティ
　コース内容のコピーなどが行えます．

❽ヘルプ
　システムで提供されているヘルプが見られます．

コントロールパネル

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼
●❽
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各教材の編集・削除
　教材の編集や削除は，教材名の横にある を
クリックして表示される「アクションメニュー」
から行います．

コースメニューの表示・非表示
　コースメニューに表示される項目は，編集
モードのオン・オフの状態によって変わります．
がついているメニューは編集モードがオフの

場合や，学生には表示されません．

エディタの操作
　テキスト等の入力を行うエディタでは，文字
の入力だけでなく，数式やリンクの作成，画像
等の添付も行えます．画像やファイル等を添付
するには〇＋アイコンから行います．★をクリッ
クすると項目を最小表示にできます．各アイコ
ンの詳細については，LMSサポートサイト（59
ページ）をご覧ください．

メニューエリアの開閉
　 	をクリックするとコースメニューエリアを
閉じることができます． 	をクリックすると元
の大きさに戻ります．
　 	はメニューエリアの右側にカーソルを合わ
せると表示されます．

編集モードの切り替え
　クリックして編集モードの「オン」「オフ」
を切り替えます．
　	「オン」は教員がコース内で教材を作成・編
集するためのモードです．「オフ」は学生側の
見え方を確認するためのモードです．

各教材の並び替え
　各教材の前に表示される をドラッグ（クリッ
クしたまま移動）して，順番を並び替えます．
は教材にマウスカーソルを合わせると表示さ
れます．

基本操作

は学生に非表示に
なっているメニューで
す．
表示にする場合は，
をクリックして	 リンク
の表示を選択します.

コントロールパネル／基本操作

★
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初期設定

1 ❶個人名部分クリックし，❷Eメー
ルアドレス部分をクリックします

2 ❸ Eメールアドレス の入力欄をク
リックし，メールアドレスを入力
します

3 ❹完了をクリックします

●❶

●❷

●❸

●❹

メールアドレスを設定する

コースメニューに必要なツールを追加する

1 コースを開き，❶ をクリックし，
❷ツールリンクをクリックします

2 ❸名前を入力し，❹種類をクリッ
クして，プルダウンから追加した
いツールを選択します

3 ❺	 ユーザが利用可能にチェックを
し，❻送信をクリックします

4 追加したいツールの数だけ，手順
1～ 3を繰り返します

学生に利用させたいツールは，コースメニューの中やコンテンツエリア内に，そのツールへの
リンクを作成する必要があります．

●❶

●❷

●❸

●❹

学生に成績を公開する場合には，コー
スメニューに「成績表」を追加する必
要があります．成績表を追加する場合
は以下のように設定します．

	【❸名前】　成績表　と入力
	【❹種類】　成績表　を選択
	【❺ユーザが利用可能】　チェックする

例：成績表の追加 ●❸

●❹

●❺
●❻
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1 LMSにログイン（3，4ページ参照）
し，利用を開始したいコースを開
きます

3 ❷利用するをチェックし，
過去のコースをコピーするか選択
します

＜過去のコースをコピーする場合＞
❸	コピーする 	にチェックをし，
❹コピー元コースの選択で，コピー元にする
過去のコースを指定します．

5 ❻	送信 	をクリックします

6 ❼設定内容を確認し，
❽	実行 	をクリックします

コースの利用を始める（対象　全キャンパス教職員）

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

完了の画面が表示されたら設定は完了です．」
❾ コンテンツなどをクリックし，教材の準備
を開始します．

基本操作／初期設定

このツールは授業のコースを学生に利用できるようにするものです．過去のコースのコピーを
する場合もこのツールで指定します．コーススタートアップでは以下の設定を行えます．
　・コースの利用可否の設定（コースの公開／非公開の設定）
　・過去の担当コースからのコピー
　・コースメニューの追加

●❾

4❺コースに追加したいツールに
チェックを入れます

2 ❶コーススタートアップをクリック
します

コースへの学生登録は自動で実施
されます．履修登録した日の深夜
時間帯にLMSに反映されます．
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03 コンテンツを掲載する
コンテンツの種類
　LMSでは簡単な操作で，授業資料や補足資料などの様々な資料を学生に見せることができます．LMSに
掲載できるファイルには例えば以下のようなものがあります．

PDF Word Excel Power
Point

画像

これ以外にも様々な種類のファイルが掲載可能

コンテンツ掲載方法の種類
　LMSでのコンテンツの掲載方法にはいくつかの種類があります．例えば，代表的な機能として，以下の
ようなものがあります．それぞれの掲載方法は14ページ以降をご覧ください．

掲載された資料を見るには，学
生側にもそのファイルを閲覧で
きるソフトが必要になります．
掲載する資料はPDFに変換する
のがおすすめです．

資料掲載時の注意!

フォルダ
授業回ごとのフォルダを作成するなど，
コンテンツの整理に使用できます

フォルダの作成　⇒　14ページへ

項目
文章とファイルを一緒に掲載できます

項目の作成　⇒　15ページへ

ファイル
ファイル単体での掲載ができます

ファイルの掲載　⇒　16ページへ

URLリンク
Webページへのリンクを掲載できます

URLリンクの掲載　⇒　17ページへ
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コンテンツの種類／コンテンツ管理

コンテンツ管理
コンテンツ管理とは

コンテンツ管理へのアップロード

　コンテンツ管理は，コンテンツ表示エリアに掲載するファイルが保管されている場所です．コンテンツ
を掲載すると，ファイルデータはコンテンツ管理へ格納され，コンテンツ表示エリアにはそのファイルへ
のリンクが掲載されます．

1 コントロールパネルの
❶ コンテンツ管理 をクリックし，
❷コースID（英文字部分）をクリッ
クします

2 ❸アップロードをクリックし，
❹ファイルのアップロードを
クリックします

3 ファイルをアップロードします

4 ❻送信をクリックします

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

❺の点線内にファイルをドラッグするか，
★ マイコンピュータの参照 をクリックして
ファイルを添付します．

★

コンテンツ
表示エリア

コンテンツ
管理

コンテンツ管理

コンテンツ表示エリア

イメージ

ファイルの実体は
「コンテンツ管理」
内に保存されてい

ます

操作ビデオ
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コンテンツ管理からの削除

1 コントロールパネルの
❶コンテンツ管理をクリックし，
❷コースID（英文字部分）をク
リックします

2 ❸削除したいファイルにチェッ
クをします

3 ❹削除をクリックします

4 ※削除するかの最終確認です
削除してよければ，❺ OK をク
リックします

●❶
●❷

●❸

●❹

❺OKをクリックすると，チェックをいれ
たファイルが削除されます．

「リンク付きファイルとフォルダの一覧表示」ページが表示された場合

●❺

●❻

●❼

この画面が表示された場合，「コン
テンツ」表示エリア内(★)	に，削除
しようとしたファイルへのリンクが
残っています．削除してよいかもう
一度ご確認ください．

1．❻削除するファイルを選択します
＜削除する場合＞
対象ファイルに，チェックを入れ
ます

＜削除しない場合＞
対象ファイルから，チェックをは
ずします

2．❼送信 	をクリックします

★

コンテンツの削除!
「コンテンツ」表示エリア(★)	からファイル
を削除しても，コンテンツ管理の中にはデー
タが残っています．
コンテンツの削除を行う場合は，本ページ
の手順にて，コンテンツ管理からの削除も
行ってください．

★
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「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

!

1 ❶フォルダを作成したい場所を開
き，❷コンテンツから❸コンテン
ツフォルダをクリックします

2 ❹❺の各項目の内容を入力します

❹名前（入力必須項目）
フォルダの名前を入力します．

❺このコンテンツの閲覧をユーザに許可す
る
はい　…	フォルダを公開します．
いいえ…	フォルダを非公開にします．

4 ❻	送信 	をクリックします

フォルダを作成する

●❶ ●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

3 必要に応じて， a～ cのオプショ
ンを設定します
a 	テキスト
フォルダの説明を入力します．

b 	統計情報の取得
「はい」にするとフォルダの閲覧状況を記
録します．閲覧状況はフォルダ名横の	 の	
統計レポートの表示 	から確認できます．

c 	日時制限の選択
フォルダの表示期間を設定します．設定し
たい項目にチェックを入れ，日時を設定し
ます．

a

b
c

コンテンツ管理／フォルダを作成する

「❷コンテンツ」が表示さ
れないときは

操作ビデオ
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4

1❶項目を掲載したい場所を開き，
❷ コンテンツ から❸ 項目 をク
リックします

2❹～❼の各項目の内容を入力しま
す
❹名前（入力必須項目）
教材の名前を入力します．

❺テキスト，❻添付ファイル
説明文や内容を入力します．
ファイルを添付する場合は，❻の点線内に
ドラッグするか，以下のボタンをクリック
します．
マイコンピュータの参照
PC内のファイルを添付します．
コンテンツ管理の参照
「コンテンツ管理（12ページ）」内のファイ
ルを添付します．

❼このコンテンツの閲覧をユーザに許可す
る
はい　	…	教材を公開します．
いいえ	…	教材を非公開にします．

❽	 送信 	をクリックします

項目の作成（文章とファイルの掲載）

●❶ ●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼
a

b

●❽

3 必要に応じて，a 	 bのオプション
を設定します
a 	統計情報の取得
「はい」にすると教材の閲覧状況を記録しま
す．閲覧状況は教材名横の	 	の 統計レポー
トの表示から確認できます．

b 	日時制限の選択
教材の表示期間を設定します．設定したい
項目にチェックを入れ，日時を設定します．

操作ビデオ

「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

「❷コンテンツ」が表示さ
れないときは!
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1 ❶ファイルを掲載したい場所を開
き，❷コンテンツから❸ファイル
をクリックします

2 ❹～❻の各項目の内容を入力しま
す
❹名前（入力必須項目）
教材の名前を入力します．

❺ファイルの検索（入力必須項目）
マイコンピュータの参照
PC内のファイルを添付します．
コンテンツ管理の参照
「コンテンツ管理（12ページ）」内のファイ
ルを添付します．

添付するファイルを変更するときは，
★別のファイルを選択をクリックします．

❻このコンテンツの閲覧をユーザに許可す
る
はい　	…	教材を公開します．
いいえ	…	教材を非公開にします．

4 ❼	 送信 	をクリックします

ファイルの掲載

●❹

●❺

●❻

●❼

項目の作成（文章とファイルの掲載）／ファイルの掲載

a

b
c

3 必要に応じて， a～ cのオプショ
ンを設定します
a 	新しいウィンドウで開く
「はい」にすると閲覧時に教材を新しいウィ
ンドウで開きます．

b 	統計情報の取得
「はい」にすると教材の閲覧状況を記録しま
す．閲覧状況は教材名横の	 	の 統計レポー
トの表示から確認できます．

c 	日時制限の選択
教材の表示期間を設定します．設定したい
項目にチェックを入れ，日時を設定します．

操作ビデオ

「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

「❷コンテンツ」が
表示されないときは!

●❶ ●❷

●❸

★
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03　コンテンツを掲載する／ 04　同期型オンライン授業を実施する

コ
ン
テ
ン
ツ
を

掲
載
す
る

URLリンクの掲載

4

1 ❶リンクを掲載したい場所を開き，
❷コンテンツから❸URLリンクを
クリックします

2 ❹～❻の各項目の内容を入力しま
す
❹名前（入力必須項目）
Webリンクの名前を入力します．

❺URL
WebページのURLを入力します

❻このコンテンツの閲覧をユーザに許可す
る
はい　	…	教材を公開します．
いいえ	…	教材を非公開にします．

❼	 送信 	をクリックします

●❶ ●❷

●❸

●❹
●❺

●❻

3 必要に応じて， a～ eのオプショ
ンを設定します
a 	テキスト，b 	添付ファイル
説明文や内容を入力します．
ファイルを添付する場合は， bの点線内に
ドラッグするか，以下のボタンをクリック
します．
マイコンピュータの参照
PC内のファイルを添付します．
コンテンツ管理の参照
「コンテンツ管理（12ページ）」内のファイ
ルを添付します．

c 	新しいウィンドウで開く
「はい」にすると閲覧時にWebページを新し
いウィンドウで開きます．

d 	統計情報の取得
「はい」にすると教材の閲覧状況を記録しま
す．閲覧状況は教材名横の	 	の 統計レポー
トの表示から確認できます．

e 	日時制限の選択
教材の表示期間を設定します．設定したい
項目にチェックを入れ，日時を設定します．

「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

「❷コンテンツ」が表示さ
れないときは!

操作ビデオ

b

c

d

a

e

●❼
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04 同期型オンライン授業を
実施する

同期型オンライン授業とは

URLリンクの掲載／同期型オンライン授業とは／ Collaborateを利用する

　同期型オンライン授業は，ZoomやTeams，
Collaborate等のシステムを利用して実施する
遠隔型の授業です．
　実施方法はシステムによって異なります．
これらのシステムを利用して，講義を行うた
めにはマイクが必要です．また，講師映像を
写す場合には，Webカメラも必要となります．
PCに内蔵されていない場合は，別途ご用意く
ださい．

4

1 ❶リンクを掲載したい場所を開き，
❷ツールから❸個別のツールへのリ
ンクをクリックし，❹ Collaborate 	
をクリックします

2 ❺リンク名を入力し，❻利用可能
で「はい」にチェックを入れます

❼	 送信 	をクリックします

3 必要に応じて， a～ cのオプショ
ンを設定します
a 	テキスト
説明文や内容を入力します．

b 	統計情報の取得
「はい」にするとリンクの閲覧状況を記録し
ます．閲覧状況はリンク名横の	 	の 統計レ
ポートの表示から確認できます．

c 	日時制限の選択
リンクの表示期間を設定します．設定したい
項目にチェックを入れ，設定します．

「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

「❷ツール」が表示されない
ときは!

●❶ ●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

b

a

c

教員

学生

Collaborateへのリンクを作成する

　Collaborateは，LMS上で利用できるオンライン会議システムです．コース内にCollaborateへのリンク
を設置することで，コースに登録されている学生に向けたオンライン講義を簡単に行うことができます．

Collaborateを利用する
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Collaborateにはオンライン講義を行うための場として，セッションという機能が用意されて
います．セッションはいくつも作成することが可能で，時間を設定して利用します．講義を
行う場合には，講義日時のセッションを作成します．デフォルトで用意されている「コースルー
ム」は，時間の制約のない常に利用可能なセッションです．

5

1 ❶ 18 ページの手順で作成したリ
ンクをクリックし，Collaborate
を開きます

2 ❷セッションの作成をクリックし
ます

❻	 作成 	をクリックします

4 必要に応じて，「 セッショ
ンの設定」や「 出欠記録」
タブを開き，オプションを
設定します
＜ セッションの設定＞
a 	既定の参加者ロール
セッションに参加する参加者のデ
フォルトの権限を設定します．

b 	参加者のアクセス権
参加者が使用できる機能を設定し
ます．講義の場合，「音声」「動画」「ホ
ワイトボード等へ描画」はチェッ
クを外すのがおすすめです．

上記以外の項目
Webマニュアル（60ページ）の
「Collaborateのマニュアル」をご覧
ください．

＜ 出欠記録＞
c 	LMSの出欠機能に記録を残すこ
とができる機能です．使用するに
はCollaborate上の設定だけでなく，
LMSのコースツール「出欠」機能で
も設定が必要です．

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

3 ❸～❺の項目を設定します
❸セッション名（入力必須項目）
セッションの名前を入力します．

❹開始・終了，❺早期エントリ
セッションを利用できる期間を設定し
ます．❺早期エントリで設定した時間
より，セッションに参加できるように
なります．

●❻

a

b

セッションの設定 出欠記録
c

セッションを作成する
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Collaborateを利用する

1 Collaborate のリンクを開き，
❶参加したいセッションをクリッ
クします

2 ❷セッションに参加をクリックし
ます

●❶ ●❷

　Collaborateを初めて使用するときに，マイクやカメラの使用許可を求めるポップアップが表示さ
れます．ポップアップが表示されたときは許可を選択して，以下の手順を行ってください．
（使用するブラウザにより表示される画面，内容は異なります．）

初回設定

＜マイクの使用設定＞
1．ポップアップ画面内の❶許可をクリック
2．「音声テスト」の画面が表示されたら，マイ
クに向かって話をし，❷音声バーが動くこと
を確認します
	❷音声バーが動かない場合
・マイクの接続や音量の設定を確認します
・❸をクリックしてマイクを切り替えます

3．❷音声バーが動くことを確認したら，
❹	 はい、音声は機能しています。をクリックし
ます

＜カメラの使用設定＞
1．ポップアップ画面内の❺許可をクリック
2．「動画テスト」の画面が表示されたら，❻に
カメラの映像が表示されることを確認します
	❻カメラの映像が表示されない場合
・カメラの接続を確認します
・❼をクリックしてカメラを切り替えます

3．❻にカメラの映像が表示されることを確認し
たら，❽	 はい、動画は機能しています。をクリッ
クします

＜チュートリアルについて＞
　音声テストと動画テストを行うと，チュート
リアルに関するポップアップが表示されます．
チュートリアルでは，Collaborateの操作につい
ての簡単な解説を確認することができます．

チュートリアルを開始する場合：
　❾チュートリアルを開始をクリックします

●❶

●❷

●❸
●❹

●❺

●❻

●❼
●❽

●❾

セッションに参加する（講義を開始する）
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　Collaborateのセッション内で使用できる各機能についてご紹介します．各機能の使用方法などの詳細
は，60ページに記載の「Collaborateマニュアル」をご覧ください．

セッションメニュー

❶記録の開始
Collaborateのセッションを
動画として記録します．

❷Collaborateについて
チュートリアルが確認でき
ます．

❸セッションから退席する
セッションを終了します．

ステータス

❹ステータス及び設定
クリックするとパネルが開きます．
フィードバック等を送信できます．

❺音声の共有
マイクのON/OFFを切り替えます．

❻動画を共有
カメラのON/OFFを切り替えます．

❼挙手
クリックすると挙手をします．

Collaborateパネル
⓫設定
各種設定を行います．

❽チャット
参加者と文字による
会話ができます．

❾参加者
参加者を表示します．

❿コンテンツの共有
画面の共有や，グルー
プワークを行います．

●❶

●❷

●❸ ●❹ ●❺ ●❻ ●❼

●❽
●❾ ●❿ ●⓫

★

Collaborateの各機能

データ可視化パネル
クリックすると★パネルが開きます．挙手した人数や，チャットのメッセージ数を確認できます．
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1 18 ページの手順で作成した
Collaborate のリンクを開きます

2 参加者を確認したいセッションの
❶〇…をクリックし，❷レポートの
表示をクリックします

3 ❸レポートを表示 	をクリックしま
す

❹に参加者の一覧が表示されます．
レポートをダウンロードしたい場合は，
❺ CSVにエクスポートをクリックします．

1 18 ページの手順で作成した
Collaborate のリンクを開きます

2 ❶■≡をクリックし，❷記録をク
リックします

3 確認したい記録ビデオの❸〇…をク
リックし，メニューを選択します．
＜記録ビデオを視聴する場合＞
❹	今すぐ見る 	をクリックします．
プレイヤーが起動しますので，○▷をク
リックして，再生を開始します．

＜記録ビデオをダウンロードする場合＞
❺ダウンロードをクリックします．
ダウンロードが自動で始まります．ビデ
オはmp4形式でダウンロードされます．

＜記録ビデオを削除する場合＞
❻削除をクリックします．
確認画面で， はい，削除します をクリッ
クすると，記録ビデオが削除されます．

参加者の確認（レポートの表示）

●❶

●❸

●❹

●❺

●❷

セッションを複数回実施した場
合は，実施回ごとにレポートが
分かれて表示されます．

!

4❹参加者の情報が表示されます

記録ビデオの見方

●❶

●❷

●❸

●❹
●❺

●❻

Collaborateを利用する
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Zoom

LMS内のリンクをクリックして，
Teamsの会議に入ります．

その他のシステムを利用する

Teamsとの連携

Zoomとの連携

　LMSでは，Collaborate以外にも，TeamsやZoomといったWeb会議システムを連携して使用することが
できます．LMSから連携して使用できるのは，帝京大学でライセンス契約をしているIDをご利用の方に限
ります．ライセンス契約されたIDは，主催者（教員）側に必要なもので，学生側には必要ありません．

LMSとTeamsを連携して使用すると，以下のことができます．
・LMS上から直接会議のリンクを作成できます（作成した会議の編集はできません）．
・コース内のリンクから，直接会議に入ることができます．

詳しい手順は，Webマニュアル（60ページ）の「LMS-Teams連携マニュアル」をご覧ください．

TeamsとLMSを連携して使用する　⇒　60ページへ

LMS

Teams教員

学生

LMSのリンクからTeams
の会議に参加し，授業を
行います．
参加者情報は，会議内
でダウンロードするか，
Teamsのチャット機能か
ら取得します．

LMS内のリンク
をクリックして，
Zoomのミーティ
ングに入ります．

LMSとZoomを連携して使用すると，以下のことができます．
・LMSからZoomへのリンクを作成し，コースのミーティングの作成や一覧表示ができます．
　（ミーティングを作成するには，LMS	IDのメールアドレスに，Zoomで使用されているメールアドレス
が登録されている必要があります．メールアドレスの設定は9ページをご覧ください）

・コース内のリンクを経由して，Zoomミーティングに入ることができます．

詳しい手順は，Webマニュアル（60ページ）の「LMS-Zoom連携マニュアル」をご覧ください．

ZoomとLMSを連携して使用する　⇒　60ページへ

LMS

教員

学生

LMSのリンクからZoomを
開いて，授業を行います．
参加者情報は，Zoomの
Webサイトにログインし
て，取得します．
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上記以外のテストの作成は，Webマニュアル（60ページ）をご覧ください

05 テストを作成する
テストの概要
　LMSのテストでは様々な種類の質問（問題）を作って，学生に解答させることができます．これらの質
問のほとんどは自動採点ができ，テスト結果をすぐに学生に見せることができます．一度作成した質問は
他のテストでも簡単に再利用できます．
　学生が受験したテストの結果は「成績管理（40ページ）」から見られます．

テスト作成の流れ
LMSのテストは以下の手順で作成します．
１．テストキャンバスを作成する
２．質問を作成する
３．オプションを設定する

作成できる質問の種類

多肢選択問題の作成			⇒		27ページヘ　		穴埋め問題の作成		⇒		29ページヘ

確認テスト 確認テスト

質問1

質問2

質問3

確認テスト

質問1

質問2

質問3

受験回数

表示開始日

表示終了日

制限時間

パスワード

1.	テストキャンバスの作成
⇒　26ページへ

2.	質問の作成
⇒　27ページへ

3.	オプションの設定
⇒　30ページへ

自動採点できる質問
多肢選択問題 複数解答問題 穴埋め問題 複数穴埋め問題 組み合わせ問題
並べ替え問題 文章完成問題 正誤問題 数値問題 二択問題

数式計算問題 質問文作成問題 画像の座標指定
問題

評価/リッカート
問題

自動採点できない質問
作文問題 記述問題 ファイル提出問題

その他のシステムを利用する／テストの概要

学生が一度でも受験したテストは，新たに質問を追加したり，削除したりすることができません．
受験履歴のあるテストの内容を変更したい場合は，学生の受験履歴をすべて消去するか，新たにテ
ストを作り直す必要があります．

テスト作成時の注意!
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05　テストを作成する

テ
ス
ト
を

作
成
す
る

質問文や解答に画像を利用できます．それぞれ以下
の場所から画像の追加が行えます．

1．質問文への画像の追加
質問文の入力時のエディタの右端の❶	 	をクリッ
クして表示を拡大します．
❷	 アイコンをクリックします．

2．解答への画像の追加
テストキャンバス（27ページ上部の画面）の
❸質問の設定 	で，画像，ファイル，およびURLリンク　	
の項目にチェックを入れ，送信をクリックします．
質問の作成画面で❹ファイルを選択をクリックしま
す．

テスト作成のための様々な機能

画像の利用

数式の利用

問題の一括入力

問題の再利用

●❶

●❷

●❸

●❹

質問文や解答に数式エディタを使用して，数式を入
力できます．質問や解答入力時に❶ アイコンを
クリックすると，❷数式エディタが起動して，数式
を入力できます．

●❶

●❷

問題を一括入力するには，各質問タイプごとに決め
られた書式（59ページのLMSサポートサイト参照）
に従って入力用のファイルを作成し，テストキャン
バス（27ページ上部の画面）の 質問のアップロード
からファイルをインポートします．

LMS問題文
解答，正解	
など

ファイルを作成して，
LMSにアップロード

作成した問題は，他のテストで再利用できます．問
題を再利用するには，テストキャンバス（27ページ
上部の画面）で，❶ 質問の再利用 の	❷ 質問の検索
から，過去の問題を検索し，利用します．

●❶

●❷

テストの作成のためにLMSでは様々な機能が用意されています．ここではその一部を紹介し
ます．それぞれの利用手順については，Webマニュアル（60ページ）に記載がありますので，
そちらをご覧ください．

数式エディタを使わず，LaTeX形式で直
接入力することもできます

　数式計算問題，二択問題，画像の座標指
定問題は，一括入力できません．また，

各質問に設定できる項目に制限があります．
!
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1 ❶テストを掲載したい場所を開き，
❷テスト/アンケート/課題から
❸テストをクリックします

2 ❹	作成をクリックします
＜未使用の作成済みテストを使う場合＞
	aから追加したいテストを選び，b 	 送信をク
リックします．b 	 送信をクリックすると，30
ページの「テストオプションを設定する」へ
進みます．

3 ❺テストの名前を入力します

テストキャンバスを作成する

●❶
●❷
●❸

●❹

●❺

●❻

❻	 送信 	をクリックします5

c 	説明
テストの説明文を入力します．

d 	手順
テストの手順を入力します．

テストキャンバスが作成され，質問を追加す
る画面（27ページ）へと変わります．

テスト作成のための様々な機能／テストキャンバスを作成する

4 必要に応じて， c 	 dのオプション
を入力します

c

d

b

操作ビデオ

「編集モード（8ページ）」を「オン」に
切り替えてください．

「❷テスト/アンケート/課題」
が表示されないときは!

a
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05　テストを作成する

テ
ス
ト
を

作
成
す
る

1 ❶ 質問の作成		　から❷ 多肢選択 	
	問題 	をクリックします

2 ❸～●❻の各項目の内容を入力
します
❸質問文（入力必須項目）
質問の内容を入力します．

❹解答数
解答の選択肢の数を設定します．解答
欄を削除する場合は，★削除			をクリッ
クします．

❺解答
選択肢の内容を入力します．それぞれ
の解答欄に1つずつ選択肢を入力しま
す．

❻正解の設定
チェックを入れた選択肢が正解として
設定されます．

多肢選択問題の作り方

●❶

●❷

●❸

質問（問題）を作成する

a

b

c

d
e

a 	質問のタイトル
質問の名前を入力します．

b 	解答の番号付け
解答の選択肢につける番号や文字を設
定します．

3 必要に応じて， a～ i のオプ
ションを設定します

操作ビデオ

１つの解答を選択する問題の作成方法です．複数の解答を選択する問題を作成する場合は「複
数回答問題（60ページのWebマニュアル参照）」を使用して下さい．

　右の画面は26ページからの
続きです．

すでに作成したテストに質問を追
加する場合は，テスト名の横にあ
る をクリックし，		 テストの編集 	
から，この画面に移動します．

!
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●❹
●❺

●❻

●❼

c 	解答の表示方向
解答の選択肢の表示方法を設定します．
垂直…縦に選択肢を並べます
水平…横に選択肢を並べます

d 	部分的な評価を許可
チェックをすると正解以外の選択肢に
も点数を配分することができます．

e 	ランダムな順序で解答を表示
チェックをすると，選択肢の並びをラ
ンダムな順序で表示します．

f 	正解に対するフィードバック
正解した時に表示されるコメントを入
力します．

g 	不正解に対するフィードバック
不正解の時に表示されるコメントを入
力します．

h 	カテゴリ，トピック，難易度レベル，
キーワード
「追加」をクリックして各項目を設定し
ます．設定した項目は問題を再利用す
る時に利用します．

i 	教員用のメモ
教員だけが見られるメモを残すことが
できます．ここに書いた内容は学生に
は表示されません．

4 ❼送信	をクリックします
質問が作成されます．

＜続けて質問を作成する場合＞
送信して次の質問を作成をクリックします．

＜質問の作成を終える場合＞
❼	 送信 	をクリックし，右下の	 ←OK				ボタ
ンをクリックします．30ページの「テス
トオプションを設定する」ヘ進みます．

質問（問題）を作成する／多肢選択問題の作り方

f

g

h

i

★
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05　テストを作成する

テ
ス
ト
を

作
成
す
る

1❶質問の作成		　から❷穴埋め問題		　
をクリックします

2❸～❺の各項目の内容を入力し
ます
❸質問文（入力必須項目）
質問の内容を入力します．

❹解答数
解答候補の数を入力します．
複数の解答候補を設定すると，受験時に
どちらの解答を入力しても正解になりま
す．

❺解答（入力必須項目）
正解の条件を★をクリックして選択し，
正解を入力します．
条件に「パターン一致」を選択すると，
解答に正規表現を使用できます．

穴埋め問題の作り方

●❶

●❷

●❸

●❹
●❺ ★

a

b

c

a 	質問のタイトル
質問の名前を入力します．

b 	正解に対するフィードバック
正解した時に表示されるコメントを入力
します．

c 	不正解に対するフィードバック
不正解の時に表示されるコメントを入力
します．

3必要に応じて，a～ eのオプショ
ンを設定します

１つの空欄に解答を記述させる問題の作成方法です．複数の空欄に複数の解答を記述させる
場合は「複数穴埋め問題（60ページのWebマニュアル参照）」を使用して下さい．

　右の画面は26ページからの続
きです．

すでに作成したテストに質問を追加
する場合は，テスト名の横にある
をクリックし，		 テストの編集 	から，
この画面に移動します．

!
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●❻

d 	カテゴリ，トピック，難易度レベル，キー
ワード
「追加」をクリックして各項目を設定しま
す．設定した項目は問題を再利用する時
に利用します．

e 	教員用のメモ
教員だけが見られるメモを残すことがで
きます．ここに書いた内容は学生には表
示されません.

4 ●❻送信	をクリックします
質問が作成されます．

＜続けて質問を作成する場合＞
送信して次の質問を作成をクリックします．

＜質問の作成を終える場合＞
●❻	 送信 	をクリックし，右下の←OK				ボタ
ンをクリックします．「テストオプション
を設定する」ヘ進みます．

1 ❶作成したテストを選択し，
❷	送信	をクリックします．

2 ❸❹の内容を確認し，必要に応
じて修正します
❸名前（入力必須項目），
❹テストの説明，テストの手順
26ページで入力した内容が表示されます．
❹の項目は，26ページで説明や手順を入
力した場合のみ表示されます．
チェックをすると，テスト開始時のペー
ジに説明や手順が表示されます．

テストオプションを設定する	

●❶

●❷

●❸

穴埋め問題の作り方／テストオプションを設定する

d

e

a

操作ビデオ

　右の画面は28ページ，30ペー
ジからの続きです．作成し

たテストのオプションを設定する
場合は，26ページの❶の次に，テ
スト名の横にある をクリックし，		
テストオプションの編集 	 をクリック
します．

!
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05　テストを作成する

テ
ス
ト
を

作
成
す
る

❺学生に利用可能にする
はい　…	テストを公開します．
いいえ…	テストを公開しません．

❻複数回の実施
受験可能回数を設定します．

＜1回のみ受験可の場合＞
チェックをしない

＜複数回受験可の場合＞
チェックをし，受験回数を設定します．
★ 使用する得点 で，成績として使用する
得点を設定します．

●❺

●❻

●❼

●❹

★

b

c

d

e

f

3 ❺❻の項目を設定します

＜受験開始日を設定する場合＞
❼表示開始日を設定します

＜締め切りを設定する場合＞
❽締め切り		を設定します．

4 ❼❽でテストの受験期間を設定
します

＜受験終了日を設定する場合＞
❼表示終了日を設定するか，❽締め切り		を
設定し，締め切り後のテストの開始を許可し		
ない		にチェックします

5 ❾ テスト結果/フィードバックの
学生への表示で，テスト結果の
表示項目やタイミングを設定し
ます

a 	コンテンツリンクの説明
テストの説明を入力します

b 	新しいウィンドウでテストを開く
「はい」にすると受験時にテストを新しい
ウィンドウで開きます．

6 必要に応じて， a～ k 	 のオプ
ションを設定します

　締め切り後もテストの受験は
可能です．

（受験期間と締め切りの関係は右
ページ下の図を参照）

!

g
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●❽

●❾

●❿

c 	このテストの新しい連絡事項を追加
「はい」にするとテスト情報が連絡事項（50
ページ）に掲載されます．

d 	強制完了
チェックをすると途中で受験を中断でき
ないテストになります．
※強制完了をオンにした場合， e制限時
間の設定もオンになります．

e 	制限時間の設定
テストの制限時間を設定できます．自動
提出をオンにすると，制限時間経過後に
自動で提出されます．

f 	パスワード
テストを開始するためのパスワードを設
定できます．

g 	テストの例外設定
ユーザまたはグループに対して受験回数
や表示開始日・終了日などの例外設定が
できます．

h 	成績管理の得点計算にこのテストの点
数を含める
チェックをすると成績管理の「合計列」
の計算対象になります．

i 	このテストの結果を教員/成績管理に表
示しない（※設定する場合は要注意）
チェックをすると，学生の個々の回答内
容を教員から見られなくなります．
あとから設定を変更した場合，そこまで
に提出された答案は削除されます．

j 	テストの表示設定
受験時のテストの表示方法を設定します．

k 	質問のランダム表示
チェックをすると，質問の並びをランダ
ムな並びで表示します．

7 ●❿送信	をクリックします 受験期間と締め切りの関係

答案に遅延マークがつき，	
「要採点」となり，自動採点されません

表示	
開始日 締め切り 表示	

終了日｝受験できる期間

テストオプションを設定する

h

i

j

k

　❽で締め切りを設定した場合，学生のカレ
ンダー（5ページ❻カレンダー）に，テスト
の締め切りが予定として表示されます．予定
から，直接テストを開くこともできます．

締め切りの設定とカレンダー
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06 課題を作成する
課題の概要
　LMSの課題機能では，学生が作成したファイル（Wordやテキストなど）を提出させることができます．
提出された課題は「成績管理（40ページ）」から見られます．また，提出ファイルは一括でダウンロード
することもできます．

課題を作成する
1 ❶課題を作成したい場所を開き，
❷テスト/アンケート/課題 	から
❸課題をクリックします

2 ❹課題名と❺指示内容を入力しま
す
指示内容とともにファイルを提示する場合
は，❻ ファイルの添付 の点線内にドラッグ
するか，以下のボタンをクリックします．

マイコンピュータの参照
PC内のファイルを添付します．
コンテンツ管理の参照
「コンテンツ管理（12ページ）」内のファイ
ルを添付します．

●❶ ●❷

●❸

●❹
●❺

●❻

●❼

●❽
a

＜提出開始日を設定する場合＞
⓬表示開始日を設定します．

＜締め切りを設定する場合＞
❼締め切りを設定します．

3 ❼⓬で課題の提出期間を設定しま
す

＜提出終了日を設定する場合＞
⓬表示終了日を設定します．

操作ビデオ

「編集モード（8ページ）」を「オン」に
切り替えてください．

「❷テスト/アンケート/課題」
が表示されないときは!

　締め切りは提出期限の設定では
ありません．

（提出期間と締め切りの関係は右ペー
ジ下の図を参照）

!
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6 ●⓭送信	をクリックします

提出可能期間と締め切りの関係

「遅延」マークがつきます

表示	
開始日 締め切り 表示	

終了日｝

提出できる期間

●❾

●❿

●⓫
●⓬

●⓭

課題の概要／課題を作成する

d

b

c

e

f

❽満点の点数（入力必須項目）
満点の点数を入力します．

❾課題の種類
各学生 	 …個々の学生に対して課題を提示
します．
グループ 	…コースで作成したグループに対
して課題を提示します．

❿実施回数
課題の提出可能回数を設定します．複数回
の提出を可にした場合は，使用する得点で，
成績として使用する得点を設定します．

⓫課題を利用可能にする
課題を学生に公開します．

4 ❽～⓫の項目を設定します

a 	関連付けられたルーブリック
採点に使用するルーブリックを設定します．

b 	採点オプション
学生の名前を匿名にして採点したい場合や，
他の教員やTAに採点を委託したい場合に設
定します．

c 	成績を次の形式で表示
成績管理や成績表での表示内容を設定しま
す．

d成績管理での採点計算に含める
成績管理の「合計列」の計算対象になります．

e 	学生の成績表に表示，この列の平均値お
よび中央値の統計を学生の成績表に表示
得点や平均，中央値などの成績を，学生の
成績表に表示します．

f 	統計情報の取得
課題の閲覧状況を記録します．
閲覧状況は課題の	 	の	 統計レポートの表示 	
から確認できます．

5 必要に応じて， a～ fのオプショ
ンを設定します

　❼で締め切りを設定した場合，学生のカレ
ンダー（5ページ❻カレンダー）に，課題の締
め切りが予定として表示されます．予定から
直接課題を開くこともできます．

締め切りの設定とカレンダー
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07 相互評価課題を作成する
自己評価/相互評価課題の概要
自己評価/相互評価課題は，学生同士で課題の相互評価をしたり，自己評価をしたりするための機能です．
この機能を利用して作成した課題は，以下の流れで実施されます．

教員は，随時状況を
確認できます

自己評価/相互評価課題の作成
自己評価/相互評価課題は，以下の手順で作成します

自己評価/相互評価用の課題の作成

1．提出期間
課題を提出します

2．評価期間
他の学生の提出物を
評価します

3．結果確認期間　
他の学生からの評価
内容を確認します

教員

課題の作成
提出期間や評価期間
を設定します．
⇒	35ページへ

質問の作成
提出させる課題の内
容を入力します．
⇒	37ページへ

評価基準の作成
各質問に対して評価
基準を設定します．
⇒	37ページへ

1 ❶課題を作成したい場所を開
き，❷	テスト/アンケート/課題 	か
ら❸ 自己評価/相互評価用の課題
をクリックします

「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

「❷テスト/アンケート/課
題」が表示されないときは!

●❶ ●❷

●❸

　評価期間に入った後は，再度，提出
期間に戻すことはできません．課題

は提出期間中以外は提出できません．
! 学生

学生は教員によって指定された
数の提出物を評価します．
評価の際に表示される提出物は
システムによってランダムに割
り振られます．
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2 ❹	新規にチェックを入れ，
❺課題名と❻課題の手順を入力
します

自己評価/相互評価課題の概要／自己評価/相互評価課題の作成

●❻

●❼

●❽

●❾

●❿

●⓫

a
b
c

d
e

3 ❼～❿の項目を設定します

5 ●⓫送信	をクリックします

❼提出日
課題の提出期間を設定します．

❽評価日
学生同士で相互評価ができる期間を設定
します．提出終了日より前の日付に設定
することはできません．

❾評価する提出の数
評価期間中に学生が行う評価の数を指定
します．評価期間に入った後は変更でき
ません．

❿課題を利用可能にする
はい　	…	課題を学生に公開します．
いいえ	…	課題を学生に公開しません．　

a 	匿名評価を許可
学生が評価をする際の提出者の氏名と，
評価結果を確認する際の評価者の氏名を
匿名にするかを設定できます．

b 	自己評価を許可
自分の提出物を自己評価できるようにす
るかを設定できます．

c 	提出者に評価結果を表示する
結果確認期間に，他の学生からの評価結
果を確認できるようにするかを設定でき
ます．

d 	統計情報の取得
課題の閲覧状況を記録します．閲覧状況
は課題の	 	の	 統計レポートの表示 	から確
認できます．

eアクセス可能にする日付の選択
課題のアクセス可能期間を設定します．
設定したい項目にチェックを入れ，日時
を設定します．

4 必要に応じて，a～ eのオプショ
ンを設定します

●❹

●❺
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07　相互評価課題を作成する
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質問の作成

●❶
1 ❶質問の作成		　をクリックします

2 ❷課題の指示内容を入力します

a 	モデル解答
モデル解答を設定できます．
入力したモデル解答は，評価期間中のみ表
示され，評価者が提出物と比較するのに利
用できます．

b 	利用可能
モデル解答を利用可能にするか設定できま
す．	 いいえ 	が設定されている場合，モデル
解答は学生に表示されません．

3 必要に応じて，a 	 bのオプション
を設定します

　右の画面は36ページからの続き
です．

すでに作成した自己評価/相互評価課題
に質問を追加する場合は，課題名の横
にある をクリックして		 編集 	を開き，
課題キャンバス から，この画面に移動
します．

!

a

b

●❷

●❸4 ❸送信 	をクリックします

評価基準の作成

質問は複数作成できます．質問を追加する
場合は，1～ 4の手順を繰り返します．

1 ❶質問名の横の をクリックし，
❷基準をクリックします

2 ❸基準		　をクリックします

　右の画面は37ページ「質問の作
成」からの続きです．!

●❶

●❷

●❸
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3 ❹～❼の項目を設定します
❹基準
評価基準の内容を入力します．

❺満点の点数
満点の点数を入力します．

❻点数の割り当て
点数の割り当て方法を指定します．
＜[すべて]または[なし]に設定した場合＞
評価者が割り当てられる点数が，満点か0点
のどちらかになります．
＜部分的な評価に設定した場合＞
評価者が点数を入力できるようになります．
満点を超える点数や整数以外を入力するこ
とはできません．

❼学生へのフィードバックの許可
学生が評価をする際に，フィードバックを
表示するか設定できます．　

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

4 ❽送信 	をクリックします
1つの質問に対し，評価基準を複数設定する
ことができます．評価基準を追加する場合
は，2～ 4の手順を繰り返します．

学生側の課題の見え方については，Webマニュ
アル（60ページ）で公開している，「LMSハンド
ブック（学生用）」の「相互評価課題の提出」の
章をご覧ください．

学生側の課題の見え方や，評価方法
について

自己評価/相互評価のプレビュー（学生に表示される画面の確認）

1 自己評価/相互評価課題が置いてあ
る場所を開き，画面を確認したい
課題名の横の❶ をクリックし，
❷編集をクリックします

2 ❸ 課題キャンバス をクリックしま
す

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

3 ❹プレビュー		　をクリックし，❺確
認したい項目をクリックします
評価，まはた提出のプレビュー画面が開き，
学生側の画面の見え方と，操作の手順を確
認できます．

自己評価/相互評価課題の作成
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07　相互評価課題を作成する／ 08　成績管理・採点
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成績管理への点数反映
1 39 ページ上段の手順で結果の画
面を開きます

2 ❶結果を確認し，問題なければ，
❷ 結果を成績管理に送信する を
クリックします．

●❶

●❷

★
★平均得点 の点数が，成績として成績
管理（40ページ）に反映されます．

提出・評価状況と結果の確認

1 コントロールパネルの
❶コースツールをクリックし，
❷自己評価/相互評価用の課題を
クリックします

2 状況を確認したい課題名の横の
❸ をクリックし，❹から表示し
たい項目をクリックします

●❶

●❷

●❸

「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

「コントロールパネル」が
表示されないときは! ●❹

選んだ項目に応じて，各状況が一覧で表
示されます．右図は評価の画面の例です．

＜個々の内容を確認する＞
氏名の横の❺ をクリックし，❻表示を
クリックします．

＜提出物や評価等をダウンロードする＞
各項目の上にある❼ すべてダウンロード
をクリックします．

●❺

●❻

●❼
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08
成績管理機能について
　提出物の採点や成績の管理は「成績管理」機能で行います．成績管理では，テストや課題の採点，提出
物の確認，成績のダウンロード，アップロードなどができます．採点結果は「成績表」ツールで学生に通
知することができます．

1 コントロールパネルの❶成績管理			
をクリックし，	❷成績管理全体をク
リックします

2 成績管理画面が表示されます

❸操作メニュー
新しい列の作成や合計，平均などの計算列の作成，
列の並び替えなどができます．

❹成績対象ではない答案の表示
★フィルタをクリックすると表示されます．
チェックあり…すべての答案が表示されます
チェックなし…	テスト等で「使用する得点」に指定

した答案のみが表示されます．

❺成績表示エリア
学生の成績が一覧で表示されます．

❻表示行の編集
1ページあたりに表示する行の数を設定できます．

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

成績管理画面の見かた

●❻

★

「編集モード（8ページ）」を「オン」に切
り替えてください．

「コントロールパネル」が表示
されないときは!

	採点後の点数
	未入力または未実施のもの
	採点が必要なもの
	学生が受験中のもの

成績のマークの見かた

成績管理・採点

学生に成績を表示するには，メニュー
に成績表ツールを追加する必要があり
ます（手順は9ページ	「コースメニュー
に必要なツールを追加する」を参照）．

学生への成績の表示

提出・評価状況と結果の確認／成績管理への点数反映／成績管理機能について
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08　成績管理・採点

成
績
管
理
・

採
点

1 成績管理画面を開きます

2 ❶オフラインで作業をクリックし，
❷ダウンロードをクリックします

40ページの手順で成績管理を開きます．

3 ❸～❺を設定し，❻送信をクリッ
クします

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

●❾

●❿

❼ダウンロードをクリックし，
❽保存をクリックします

4

❸ダウンロードするデータの選択
ダウンロードしたい成績を選択します．

❹オプション
保存時にデータを区切る文字タイプと非表示
の情報をダウンロードするかを指定します．

❺保存場所
ダウンロードするデータの保存場所を選択し
ます．

❾保存先，❿ファイル名を指定し，
⓫保存をクリックします

5

●⓫

　❽や❾の画面は，使用している環
境によって表示が異なったり，表

示されないこともあります．
!

成績管理の点数などの成績一覧をダウンロードします．ダウンロードした結果はExcelなどで
開くことができます．

成績一覧をダウンロードする
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成績管理機能について／提出物の採点について

提出物の採点について
　採点が必要な提出物は，成績管理内の「要採点」や「成績管理全体」機能で確認できます．要採点機能には，
採点が必要なテスト，課題，掲示板，ブログ，日誌などが一覧表示されます．

採点が必要な提出物の採点イメージ

要採点機能からの採点

1 コントロールパネルの
❶成績管理から❷要採点をク
リックします

2 以下のいずれかの方法で採点
画面を開きます
＜答案を選んで採点＞
❸	採点したい答案をクリック

＜すべての提出物を採点＞
❹	 すべて採点をクリック
★フィルタをクリックすると，テスト
の回や課題ごとに表示を絞り込めます．

●❶

●❷

●❸

●❹

課題

※採点が有効でないものは
「要採点」や「成績管理全体」
からは見られません．

LMS

テスト

掲示板・ブログ・
日誌の投稿※

LMSへ
提出・投稿

教員

提出物は
要採点機能や
成績管理全体
から確認

様々な種類の
提出物を
表示・採点

★

学生

「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

「コントロールパネル」が
表示されないときは!

成績管理画面からの採点

●❶

●❸

●❷
1 40ページの手順で，成績管理
全体を開きます

2 ❶点数または にカーソルを
合わせ，❷ から，採点した
い❸答案		　をクリックします
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08　成績管理・採点

成
績
管
理
・

採
点

1 採点したい答案を開きます

2 ❺～❽の内容を確認します
❺課題の手順，課題の詳細
課題の手順	や 課題の詳細 をクリックすると，
課題の内容を確認できます．

❻答案情報
表示している答案の情報です．答案の横の	 	
をクリックすると，表示する答案を切り替え
られます．

❼提出内容
学生が提出したファイルとコメントが表示さ
れます．
ファイルの内容を表示…
ファイル名をクリック	（❽に内容が表示さ
れます）

ダウンロード	…	 	をクリック

課題を採点する

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

a

＜ファイルを添付したい場合＞
	 をクリックして，	 マイコンピュータの参照 	
などから添付します．

＜教員用のメモの追加＞
メモの追加をクリックして，教員用のメモを
入力します．ここに書いた内容は学生に表示
されません．

3 ❾点数を入力します

4 必要に応じて，a 	 学生へのフィード	　
バック		　を入力します	

5 ❿送信 	をクリックします

＜ルーブリックを採点に使う場合＞
★ ルーブリックによる成績 の アイコン	をク
リックして，採点画面を開きます（採点手順
は「ルーブリックを使用した採点」を参照）

★

採点画面からルーブリックを表示すると以下
のような画面が表示されます．該当する項目
にチェックを入れ，★保存をクリックすると
評価した内容が点数として反映されます．

ルーブリックを使用した採点

★

課題の採点と提出物のダウンロード 操作ビデオ

42ページの手順で要採点を開きます，
❶フィルタ	をクリックし，❷項目から採点し
たい課題を選択，❸実行	をクリックします．
❹すべて採点	をクリックして，採点画面を開
きます．

●❼

●❽
●❾

●❿
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績
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課題の採点と提出物のダウンロード

1 成績管理画面を開きます

2 再提出をさせたい学生の❶「点数
または 」にカーソルを合わせ，
❷ から❸成績の詳細の表示をク
リックします

40ページの手順で成績管理を開きます．

3 ❹追加の答案を許可をクリックし
ます
※表示終了日をすぎた課題は，この設定を
しても再提出できるようにはなりません．

●❶
●❷

●❸

●❹

★

★

学生の状態が以下の時は「追加の答
案を許可」ボタンは表示されません．
・課題を未提出の場合
・提出回数が残っている場合

「❹追加の答案を許可」が表
示されない時は!

★	タブについて
答案 	 提出されたテストや課題の履歴を確認できます．

手動上書き 	 点数を上書きすることができます．
列の詳細 	 成績列の情報が確認できます．
成績の履歴 	 この成績についての変更履歴が確認できます．

★	アクションのアイコンについて
答案の採点 	 答案を採点します．クリックすると採点画面へ移動します．
答案のクリア 	 該当の答案を削除します．
答案を無視 	 該当の答案を成績から除外します．
成績の編集 	 	点数とフィードバックを編集します．入力した内容は採点画面にも反映されま

す．

「成績の詳細」画面の見かた

課題の再提出を許可する
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08　成績管理・採点

成
績
管
理
・

採
点

1 成績管理画面を開きます

2 課題名の横にある❶ から❷課題
ファイルのダウンロードをクリック
します

40ページの手順で成績管理を開きます．

3 結果をダウンロードしたい❸学生
と❹データを設定し，❺送信をク
リックします

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

●❽

●❾

●❿

❻ 課題をダウンロードします を ク
リックし，❼保存をクリックしま
す

4

❸ユーザの選択
課題をダウンロードしたい学生にチェックを
します．
※成績が「利用不可」となっているものはダ
ウンロードできません．課題が未提出または
実施中のものです．

❹ファイルの選択
ダウンロードするファイルを選択します．１
回のみ提出可能な課題ではこの項目は表示さ
れません．

最新の答案ファイル
最後に提出されたファイルと提出情報がダウ
ンロードされます
すべての答案ファイル
提出されたすべてのファイルと提出情報がダ
ウンロードされます．

課題の提出物を一括ダウンロードする

❽保存先，❾ファイル名を指定し
❿保存をクリックします

5

★　ダウンロード前にすべての学生が
画面に表示されているかを★で確

認してください．
!

　❼や❽の画面は，使用している環
境によって表示が異なったり，表

示されないこともあります．
!
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課題の採点と提出物のダウンロード／テストの採点と答案のダウンロード

2 ❺学生の解答を確認し，必要に応
じて，❻点数を入力します

a 	学生へのフィードバック
学生へのコメントを入力します．

b 	教員用のメモ
教員用のメモです．ここに書いた内容は学
生に表示されません．

4 ❼保存して終了		　または
❽保存して次へをクリックします

●❺

❼	保存して終了
変更を保存して採点を終了します．

❽	保存して次へ 	
変更を保存して採点を終了し，次の答案の
採点画面を開きます．

❾	終了
保存せずに採点を終了します．

テストを採点する

a

b

3 必要に応じて，a 	 bの項目を入力
します

　ルーブリックを設定している場合は，
❻点数の入力欄の横に★ ルーブリック

の表示 	が表示されます．ここをクリックする
と，ルーブリックによる採点画面が表示されま
す．（採点手順は43ページ右下部を参照）

★

テストの採点と答案のダウンロード

1 採点したい答案を開きます ●❶
●❷

●❸

●❹
42ページの手順で要採点を開きます，
❶フィルタ	をクリックし，❷項目から採点
したい課題を選択し，❸実行	をクリックし
ます．
❹ すべて採点	をクリックして，採点画面を
開きます．

●❻

●❼ ●❽●❾
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08　成績管理・採点／ 09　授業運用

成
績
管
理
・

採
点

1 成績管理画面を開きます

2 テスト名の横の❶ から❷答案の
ダウンロードをクリックします

40ページの手順で成績管理を開きます．

3 ❸～❺の各項目を設定し，	
❻ダウンロードをクリックします

●❶

●❷

●❸

●❹
●❺

●❻

●❼

●❽

●❾

●❿

❼保存をクリックします4

❸区切り文字タイプ
データを区切る文字を指定します．

❹答案のダウンロード形式
データの表示形式を選択します．
ユーザ別
1学生1行で，解答が横に並びます．
質問およびユーザ別
1学生ごとに解答が縦に並びます．学生の人
数分繰り返し縦に表示されます．

❺ダウンロードする答案
ダウンロードする答案を選択します．
有効な答案のみ
採点済みの答案をダウンロードします．
すべての答案
採点済み，未採点のすべての答案をダウン
ロードします．

テストの答案をダウンロードする

❽保存先，❾ファイル名を指定し，
❿保存をクリックします

5

　❼や❽の画面は，使用している環
境によって表示が異なったり，表

示されないこともあります．
!
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テストの採点と答案のダウンロード／コースに学生を登録する

コースに学生を登録する
1 コントロールパネルの❶ユーザと
グループから，❷ユーザをクリッ
クします

2 ❸ユーザを検索して登録をクリック
します

❹ユーザ名（入力必須項目）
登録したい学生のユーザ名（学籍番号）を入
力します．参照から学生を検索することもで
きます．

❺ロール
コースでの役割を選択します．

❻ユーザ登録の利用可否の設定
はい　…コースの利用を許可します．
いいえ…コースの利用を許可しません．

●❶

●❷

●❸

●❹
●❺
●❻

●❼

3 ❹～❻の内容を入力します

❼送信をクリックします4

操作ビデオ

09 授業運用

「編集モード（8ページ）」を「オン」に
切り替えてください．

「コントロールパネル」が表示
されないときは!

コースに学生を登録する方法として，学生自身に自己登録をしてもらう方法もあります．自己登録
を行うには教員側での事前設定が必要になります（設定手順は59ページのLMSサポートサイト参照）．
設定が有効になっている間は，学部・学科に関わらず誰でもコースに登録が可能になります．

【参考】学生自身によるコースへの自己登録

学生自身によるコースへの登録
❶	 コースメニューを開く
❷	 コースカタログをクリックする
❸	 カテゴリの参照から登録したいコースがあ
るカテゴリを開く
❹	 をクリックしてメニューを開き， 登録 	
をクリック
❺	アクセスコードを入力
　（設定していない場合は表示されません）
❻	 送信をクリック

●❶

●❷

●❸ ●❹

●❺ ●❻
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09　授業運用

授
業
運
用

学生側の見え方を確認する

編集モードをオフにして確認する（コースのプレビュー）

「編集モード（8ページ）」を「オフ」にすると，コー
スのプレビューを行えます．

●❶

●❷

●❸

●❹

学生表示機能を利用する
＜学生表示を開始する場合＞
❶ 	をクリックします．
学生表示を開始すると，教員に紐づくダミーユー
ザが自動作成され，学生がコースを利用するのと
同じ動作を確認することができます．

＜学生表示を終了する場合＞
❷学生表示の終了をクリックします．学生表示が
終了します．

編集モードの「オフ」で	
コースをプレビューする

学生表示の
開始

操作ビデオ

学生側のコースの見え方を確認する方法は2種類あります．教材等の見え方を確認したいとき
は，編集モードをオフにして確認します．学生側の動作や，成績，採点などの操作を確認し
たい場合は，学生表示機能を利用します．

テストの受験結果や課題の提出履歴
を残すことはできません．!

学生表示機能では，テストの受験結果や課
題の提出履歴をコース内に残すことができ，
成績管理での提出物などの確認や，成績表
での学生側の成績の見え方なども確認する
ことができます．

学生表示機能で確認できる動作

　ダミーユーザの成績データは，学生
表示を終了するときに，❸で削除す

るか残すかを選択できます．
❸で「学生表示用のユーザとすべてのデー
タを保持」を選択し，成績を残した場合は，
成績管理で❹「教員ID_PreviewUser」とい
うIDで表示されます．

!
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授
業
運
用

学生側の見え方を確認する／連絡事項を掲示する

授業を受講している学生に向けて連絡事項を掲載できます．掲載した連絡事項はコース内とア
クティビティストリームに表示されます．

連絡事項を掲示する

1 メニューから❶連絡事項を選び，
❷連絡事項の作成をクリックしま
す

2 ❸件名，❹連絡事項の内容を入力
し，●❺表示期間を設定します

❺表示期間，日付制限の選択
設定したい項目にチェックを入れ，日時を
設定します．

●❶
●❷

●❸
●❹

●❺

●❻
4 ❻送信をクリックします

a

b

a 	連絡事項をEメール送信
チェックをすると，登録されているメール
アドレスにメールを送信します．

bコースリンク
コース内の特定の教材へのリンクを設定で
きます．

3 必要に応じて，a 	 bのオプション
を設定します．

操作ビデオ

コースメニューに必要なツールを追加
する（9ページ）の手順で，「連絡事項」
を追加してください．

「❶連絡事項」が表示されな
い時は!

　メールアドレスの設定（9ページ）
をしていない場合は，この項目

は表示されません．またメールアドレ
スを設定していない学生にはメールは
届きません．

!
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09　授業運用

授
業
運
用

掲示板を利用する

1 メニューから❶掲示板を選び，
❷フォーラムの作成をクリックし
ます

2 ❸●❹の項目を設定します
❸名前（入力必須項目），説明
掲示板の名前と説明を入力します．

❹利用可能
はい　…掲示板を公開します．
いいえ…掲示板を公開しません．

●❶
●❷

●❸

●❹

●❺

4 ❺送信をクリックします

a

b

c

d

e

a 	日時制限
掲示板の表示期間を設定します．
表示期間を限定したい項目にチェックをし，
日時を設定します．

b 	スレッド/返信の表示
スレッドの表示方法を設定します．

このフォーラムの他のスレッドを閲覧するに
は，新規スレッドの作成が必要
チェックをすると，投稿をしないと他の投
稿内容を見ることができないフォーラム（掲
示板）になります．

c 	成績
設定すると投稿内容を成績として評価でき
るようになります．

d 	購読
設定をすると投稿があった時に，設定され
たメールアドレスにメールが届きます．

e 	作成および編集，追加オプション
許可したい項目にチェックをします．

3 必要に応じて， a～ eのオプショ
ンを設定します

操作ビデオ

掲示板への投稿は，作成したフォーラムの中
にある「スレッドの作成」から行います．投
稿への返信をするには，スレッドのタイトル
をクリックし，「返信」から行います．

掲示板に投稿をするには

コースメニューに必要なツールを追加
する（9ページ）の手順で，「掲示板」
を追加してください．

「❶掲示板」が表示されない
時は!



52

L
M
S
と
は

ロ
グ
イ
ン
・

画
面
の
操
作

テ
ス
ト
を

作
成
す
る

課
題
を

作
成
す
る

成
績
管
理
・

採
点

授
業
運
用

発
展
的
な
機
能

困
っ
た
と
き
は

付
録

コ
ン
テ
ン
ツ
を

掲
載
す
る

同
期
型
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業

相
互
評
価
課
題

を
作
成
す
る

授
業
運
用

掲示板を利用する／メッセージ（コース内限定のメール）を送る

メッセージ（コース内限定のメール）を送る

1 メニューから❶ メッセージ をク
リックします

2 ❷メッセージの作成をクリックし
ます

❸宛先，Cc，Bcc
宛先，Cc，Bccの設定をします．
受信者の選択 の欄から送信したいユーザを
選び★ をクリックすると，受信者の欄に
移動し，送信先に設定されます．

❹件名（入力必須項目），本文
タイトルと内容を入力します．

❺添付ファイル
添付するファイルを設定します．

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺
●❻

3 ❸～❺の各項目を設定します

❻送信をクリックします4

★
★

★

メッセージはコース（授業）内で使用できるメール機能です．メッセージの内容はコース内
の「メッセージ」からのみ確認できます．

コースメニューに必要なツールを追加
する（9ページ）の手順で，「メッセージ」
を追加してください．

「	❶メッセージ」が表示され
ない時は!

★受信トレイ
受信したメッセージを表示します．

★送信済み
送信したメッセージを表示します．

メッセージの見かた

　100名以上のコースや，コミュ
ニティでは，宛先の指定方法が

変わり，受信者の追加をクリックして，
宛先を指定します．

!
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10　発展的な機能

発
展
的
な
機
能

10 発展的な機能
新着通知を確認する
　コース，コミュニティの採点が必要なテストや課題，連絡事項などの新着情報を確認できます．新着
の通知を受け取る方法はアクティビティストリーム，Eメール通知，プッシュ通知（アプリ通知）の3種
類あります．初期設定ではアクティビティストリームでのみで通知を受け取れるようになっています．

アクティビティストリームでの通知の確認と通知設定

●❶

1 ❶アクティビティストリーム
をクリックします

2 ❷通知内容が表示されます ●❷

新着通知は20分間隔で更新さ
れます．

通知項目の変更や，アクティビティスト
リーム以外で通知を受け取りたい場合は
★ をクリックして設定します

❸ストリーム通知
アクティビティストリームで
受信する通知の設定

★

通知設定を変更するには，受け取りたい通知にチェックを入れ，保存をクリックします．

❹Eメール通知
メールアドレス（9ページ下
部）で受信する通知の設定

❺プッシュ通知
アプリ（61ページ）で受信す
る通知の設定

●❸ ●❹ ●❺
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新着通知を確認する／公開条件を設定する

公開条件を設定する

1 授業資料などの横の❶ を選
び，	❷ 公開条件をクリックしま
す

2 ❸設定したい公開条件を設定し
ます
設定した項目のみが条件として設定され
ます．

＜日付＞
公開する期間を設定します．設定したい
項目にチェックを入れ，日時を設定しま
す．

＜メンバシップ＞
公開するユーザまたはグループを設定し
ます．

	＜成績＞
課題やテストなどの成績管理の点数を条
件として設定します．設定できる点数は
整数のみです．

	＜既読未読状況＞
特定の教材を見たユーザに教材などを公
開する場合に設定します．参照から対象
の教材を設定します．

●❶

●❷

3 ❹送信をクリックします

●❸

●❹

操作ビデオ

日時や成績などを条件として，授業資料やテスト，課題を学生に公開したり，公開を終了
したりすることができます．

「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

「❶ 」が表示されない時
は!

複数の条件を組み合わせて設定をしたい時には，「公開条件：詳細」から設定をします．詳しくは
LMSサポートサイト（59ページ）の「マニュアル」の「コース作成」内にある「公開条件を設定する」
をご覧ください．

複数の条件を組み合わせて設定したい時は
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10　発展的な機能

発
展
的
な
機
能

ルーブリックを作成する

1 コントロールパネルの❶コース
ツールから❷ルーブリック 	をク
リックします

2 ❸～❽の各項目の内容を入力し
ます
❸名前（入力必須項目）
ルーブリックの名前を入力します．

❹説明
ルーブリックの説明を入力します．

❺ルーブリックの種類
作成するルーブリックの点数の種類を選
択します．

❻基準
評価の基準項目の設定を行います．
をクリックすると，項目の名前を編集
できます．

❼成績のレベル
評価のレベルの設定を行います．	 をク
リックすると，項目の名前を編集できま
す．

❽点数と各レベルの説明
項目の点数と，該当レベルの達成度を示
す基準の説明を入力します．

●❶

●❷

●❸
●❹

●❺

●❻
●❼

3 ❾送信をクリックします

●❽

●❾

ルーブリックは，テスト，課題，掲示板，ブログ，日誌で利用が可能です．ルーブリックの
作成方法は，コントロールパネルのルーブリック機能からあらかじめ作成する方法と，課題
やテストなどの機能の中で作成する方法の2通りがあります．ここではルーブリック機能から
作成する方法をご紹介します．

「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

「コントロールパネル」が
表示されないときは!

作成したルーブリックを，テストや課題などで使用するには，それぞれの作成画面で関連付
けの設定を行います．詳細は各項目の作成方法のページをご覧ください．
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ルーブリックを作成する／ファイル箱を利用する

ファイル箱を利用する

●❶

ファイル箱は，学生ごとに異なるファイルを配布することができる機能です．本機能を利用す
るには事前に配布用ファイルと，配布ファイルと学生の対応を記載した一覧表を作成しておく
必要があります．ファイルの作成方法は画面内の説明やLMSサポートサイト（59ページ）をご
覧ください．学生はファイル箱機能から，自身に配布されたファイル等を確認できます．

●❷

●❸
「編集モード（8ページ）」を「オン」
に切り替えてください．

!

1 ❶作成したい場所を開き，
❷コンテンツから❸ファイル箱を
クリックします

「❷コンテンツ」が表示さ
れないときは

4

2❹～❻の項目を入力します
❹名前
ファイル箱の名前を入力します．

❺ZIPファイルの作成環境，ZIPファイルを
選択
学生に配布するファイルをアップロードし
ます．ファイルはすべてまとめて1つのZIP
ファイルにします．ZIPファイルを作成した
環境にチェックを入れ， ファイルを選択 か
らアップロードします．

❻テキストファイルを選択
「配布ファイル」と「学生」の対応関係を記
載した一覧表ファイルを ファイルを選択 か
らアップロードします．

❽内容を確認し，❾	保存 	を
クリックします

3 ❼	 次へ 	をクリックします

●❹

●❺

●❻
●❼

●❽

●❾

●❿

学生にファイルの配布が行われ，❿ファ
イル箱が作成されます．
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10　発展的な機能

発
展
的
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機
能

テストや課題などの日付を一覧で管理する

1 コントロールパネルの
❶コースツールから，
❷日付管理をクリックします

2 ❸ すべての日付一覧をレビュー
にチェックを入れ，❹開始を
クリックします

❼ をクリックすると，日付の変更が
できます．日時は直接入力してくださ
い．

●❶

●❷
●❸

●❹

●❺

●❻

●❼

3 ❺次へをクリックします

❻設定されている日付の一覧
が表示されます

4

「編集モード（8ページ）」を	
「オン」に切り替えてください．

「コントロールパネル」	
が表示されないときは!

「日付管理」機能では，LMSのテストや課題，公開条件などの期間を一覧で確認し，変更する
ことができます．

1 コントロールパネルの❶利用状況 	
から❷	 コースレポートをクリック
します

2 確認したいコースレポートの❸
をクリックし，❹実行をクリック
します

●❶

●❷

●❸

●❹

利用状況を確認する

「編集モード（8ページ）」を「オン」に
切り替えてください．

「コントロールパネル」が表示
されないときは!



58

L
M
S
と
は

ロ
グ
イ
ン
・

画
面
の
操
作

テ
ス
ト
を

作
成
す
る

課
題
を

作
成
す
る

成
績
管
理
・

採
点

授
業
運
用

発
展
的
な
機
能

困
っ
た
と
き
は

付
録

コ
ン
テ
ン
ツ
を

掲
載
す
る

同
期
型
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業

相
互
評
価
課
題

を
作
成
す
る

発
展
的
な
機
能

テストや課題などの日付を一覧で管理する／利用状況を確認する

主なコースレポートの種類

3 ❺ファイルの形式や開始日，終了
日などを指定します

❻送信をクリックします4

●❺

●❻

※詳細は59ページのLMSサポートサイト参照

入力する内容はレポートの種類に
より異なります．!

■コンテンツエリア内のすべてのユーザア
クティビティ
コンテンツエリアへのアクセス状況などが
確認できます．

■ユーザアクティビティの全体的なサマリー
コース全体の詳細な利用状況が確認できま
す．（教材やツールなどの利用状況，個々の
学生の利用状況，利用時間帯など）

■コースアクティビティの概要
コース全体の利用状況が確認できます．

■単一コースの学生の概要
個々の学生の利用時間合計が確認できます．
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11　困ったときは
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き
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付
録

11 困ったときは
困ったときは

　LMS内の★サポートメニューでは，LMSの利用に関する情報を掲載しています．また，サポート内に掲
載している帝京大学LMSサポートサイトでは，LMSのマニュアルやFAQを公開しています．操作等で困っ
たことがありましたら，まずこちらをご覧ください．

1 LMS内のサポート	メニューをご覧ください

2 各キャンパスの窓口へお問い合わせください
　窓口はキャンパスごとに異なります．帝京大学LMSサポートサイトに掲載されていないことでお困りの
場合は，以下の各キャンパスの窓口にお問い合わせください．

キャンパス 窓口

板橋キャンパス
大学関連 事務部教務課（各窓口）

附属病院 医療システム部

八王子キャンパス ICTサポートデスク／教務グループ

宇都宮キャンパス
ID関連 宇都宮キャンパス教務チーム

コース作成，操作関連 ラーニングテクノロジー開発室

福岡キャンパス 事務部総務課

上記以外 ラーニングテクノロジー開発室

★

●帝京大学LMSサポートサイト
https://www.lt-lab.teikyo-u.ac.jp/lms-ss/	

上記のURLからもアクセスできます
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困ったときは／Webマニュアル，ヘルプ／ LMSサポートサイトで公開しているマニュアル

Webマニュアル，ヘルプ
　LMS内の サポート メニュー内で，LMSの
マニュアルや，Collaborateマニュアル，シ
ステムのヘルプ等を公開しています．ぜひ
ご活用ください．

マニュアルの開き方
❶	 サポートメニューを開く
❷	閲覧したいマニュアルをクリック

掲載しているマニュアル，ヘルプ
・LMSハンドブック（教員用）
・LMSハンドブック（学生用）
・	LMS業者提供マニュアル
・Collaborateマニュアル（教員用）
・LMS-Teams連携マニュアル
・LMS-Zoom連携マニュアル
・教員用LMSヘルプ（Blackboardヘルプ）
・学生用LMSヘルプ（Blackboardヘルプ）

●❶

●❷

LMSサポートサイトで公開しているマニュアル
　帝京大学LMSサポートサイト（59ページ）では以下のマニュアルなどを公開しています．

カテゴリ 掲載マニュアル

ログイン・画面の操作
・コースメニューの操作方法
・数式の入力にLaTeXを利用する
・テキストエディタの利用方法

コンテンツ掲載 ・コース間での教材のコピー

同期型オンライン授業 ・	Collaborateの利用方法
・	Collaborateのゲストアクセス

テスト作成
・コース間でのテストのコピー
・テスト問題の一括アップロード
・テストのランダム出題
・穴埋め問題の解答に正規表現を使用する

課題作成 ・グループ課題の作成

成績管理・採点

・ルーブリックを利用した評価方法
・学生の答案をLMSの課題で一括返却する
・課題のプレビュー画面の利用方法
・スマートビューを設定するには
・カラムのカテゴリの作成・設定方法
・成績管理一覧への列の追加方法
・成績のダウンロード・アップロード
・成績管理の列の表示・非表示を切り替える

授業運用 ・LMSのセルフ登録の方法
・ゲストアクセスの設定方法

その他 ・公開条件を設定する
・グループを作成する方法
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12 付録

1 ストアからアプリ「Blackboard」
をインストールします

2 ❶アプリを起動し，❷ teikyo を検
索して❸ Teikyo	University をタッ
プします

スマートフォン・タブレット端末からの利用

3 ❹																										をタップします

●❶

●❷
●❸

●❹

連絡事項作成・掲示板・採点画面

❺ユーザ名・パスワードを入力し
て❻サインインをタップします

4

Webログイン

●❺

●❻

★

スマートフォン・タブレット端末からのLMS利用は，ブラウザから利用する方法と，専用のア
プリ「Blackboard	Learn」から利用する方法があります．

　ユーザ名，パスワードがわからな
い場合は，各キャンパスの窓口（59

ページ下部）へお問い合わせ下さい
!

宇都宮キャンパスの方は，
★ 宇都宮キャンパスの方はこちら 	をタップし
て，ID・パスワードの入力をしてください．
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教員としてコース構成
LMS上でコースを構成する一
般的な手続きを解説していま
す．

スマートフォン・タブレット端末からの利用／ LMS操作講習コース

LMS操作講習コース

1 LMS内の❶ サポート メニュー
をクリックします

2 ❷LMS活用情報の
LMS操作講習コース（教職員向け）
内で★リンク部分をクリック
します

●❶
●❷

3 閲覧したい項目をクリックしま
す

LMSの概要
LMSとはどのようなものかを，
簡単に解説したビデオです．

学生として受講体験
学生側の操作体験をするための	
サンプル教材です．

LMS活用アイデア集
LMSを活用するためのヒント
となる情報を掲載していま
す．

教職員を対象としたLMSの操作講習コースを，LMS上で公開しています．学生としての体験用
教材や，教員として教材を作成する際の操作体験ビデオ等を公開しています．

LMS操作ビデオ集
LMSの主要な機能の操作をビ
デオでご覧いただけます．

★
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